
■基本方針の整理 

１．伊勢志摩国立公園の近畿自然歩道のあり方 

 

近畿自然歩道の基本的な考え方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コースの特徴  

瀬戸内海から日本海の景観などの多様な自然資源、熊野古道などの旧街道に代表される地域の歴史的・ 

文化的資源等を結ぶ歩道のネットワークを構築している 

 

伊勢志摩国立公園近畿自然歩道コンセプト 

 

「伊勢志摩を歩く２４０ｋｍ  ～Ｂｏｒｄｅｒ ｔｏ Ｂｏｒｄｅｒ～」 

 

 

伊勢志摩国立公園の端から端まで連続して歩くことができる歩道、点的な理解を超えて総合的に感 

じ理解することができる歩道、国立公園の基幹的施設としてエコツーリズムなどの新しい利用に対応

した歩道を整備する。 

資料－１ 

 
自然と文化の融合した地域 

   ・多様な自然を有する地域 

   ・歴史の厚みを有する地域 

対象地域 
 
歩くことの復権・定常化をめざす 

   ・全国ネットワーク（骨格） 

   ・方向性を示す 

・地域を結ぶ・巡る 

 
自然ふれあいの促進 

 歩くことをとおして身近な自然とのふれあいを深め、環境を再確
認する。 

 
歩く文化を育むみち 

自然と文化を融合した地域の人々が手軽に歩ける場と機会を創出
することによって、歩くことの楽しさ、喜びそして時には厳しさを
体験し、日常生活の中で歩くことをとりもどし、生活の中に溶け込
ませることを目指す。 

・歴史・文化を訪ねて自然とのふれあいを深めるみち 

・身近な自然とふれあうみち 

・多様な地域を訪ねるみち 

・人々の出会いが楽しめるみち 

近畿自然歩道 

歩くことの今日的意義 

長距離自然歩道 
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２．（整備）目標 

①ビジターや地域の人々、老若男女、さまざまな人たちが、歩く人たちの気持ちをもり立て、歩くこ

との楽しさ、喜び、時には厳しさを体験できる。 

②伊勢神宮の宮域林や南伊勢地域の自然林、リアス式の海岸・多島海とそこに息づく海女をはじめと

する漁業文化など伊勢志摩国立公園の特徴ある自然や歴史・文化とふれあう。 

３．基本方針 

〔利用方針〕 

 ・自然が豊かな地域において、動植物や景観資源の保全を図りながら、自然とのふれあいを推進する。 

・エコツアー等の新たな利用形態と連携を図り、自然とのふれあいの場の確保や機会の提供を行う。 

 ・日々の散歩や緊急時の避難経路など、地域の利活用に資する歩道を目指す。 

 ・キャンプ場、宿泊施設など関連施設と連携を図った利用を検討する。 

〔保全・整備方針〕 

 ・伊勢志摩国立公園のゲートとなる伊勢神宮から南西端の古和浦まで連続して歩くことのできる歩道

を整備する。 

・自然や歴史・文化とのふれあいに資する適切なルートを検討・修正しながら、整備を行う。 

・利用者の安全性を確保し、利用上支障がある施設については再整備を行う。 

・整備に当たっては、災害時の避難等に利用できるように配慮する。 

〔維持管理方針〕 

 ・施設の管理責任は事業執行者が負うものであるが、きめ細やかな管理を行うため、地元（県・市・

町・関係機関等）と協力し、維持管理体制の構築に努める。 

〔情報発信方針〕 

 ・近畿自然歩道の魅力が伝わるように、関係機関及び関連施設と連携し、ビジターセンター、広報や

ホームページ、パンフレット等の様々な手段を通じて、効果的な情報発信に努める。 
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